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鉛直過 冷却雲風 洞 実験によ る樹枝状 雪結晶の 成長 温度領 域の 決定

＊ 高橋庸哉 （北教 大）
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る。また。平均雲粒径は 8pm で あ っ た。
3 ．結果

t ）温度に よ る 結晶 形 は次の よ う に変 わ る ：

　 　　 〜 −125 ℃ 　 扇形 （図 la）

　 −12．6 ℃ 〜 −12．9 ℃　広幅六花 （b）
　−13．0 ℃ 〜 −13．7 ℃ 　星 状 （c）

　 −13．8 ℃ 〜 −15．0 ℃ 樹枝 （d）
一15．1 ℃〜−15．7℃　星 状 （e｝
−15．8℃ 〜 −16．1℃ 広幅六 花  
一16．1 ℃ 〜 　　　　扇形 ｛9）

2 ）雲水量の増 加に伴 い、結晶 形 は次の よ う に

変わる ：

　 −13．3 ℃ 〜 −13．7 ℃ 星状 → 樹枝

　一14．1 ℃〜−14．4 ℃　樹枝 （図 2a）
　　　　　　　　　　　　 → 羊 歯状 （b）
　雲水量の 増加によ り、2 次的な枝の 成長 が認

　め られた。 しか し、−15，1℃〜−15．7 ℃の 星 状

　成長 領域で はそ の よ うな変化 は 認め られな か っ

　た。
3 ）結晶の 大きさ （a 軸方向）は 一135 ℃ 〜

　−15．5 ℃で ほ ぼ一定 で 、 成長時 間 10 分で

　 1．7mm 程で あ っ た。この 大きさは雲水 量 を変
　 えて も変わ らなか っ た。
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図 1　 温度による結 晶

　 　 の 変化。

図 2　雲水量 に よ る 結晶形 の 変化 。
　 　　 −14．4 ℃ の 例 。
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